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ガバナー・メッセージ  

職業奉仕月間にあたって 

                                            国際ロータリー２８４０地区 
                                            ２００５－２００６年度 
                                            ガバナー  曽 我 隆 一 
 
 
 

 

会長・幹事の皆様いかがお過ごしでしょうか？ 

太陽の落とす影が日増しに長くなり、秋の深まりを感じます。 

 

さて、今月は地区の最大のイベントである地区大会が１０月１５日（土）、前

橋マーキュリーホテルにて RI会長代理として韓国の第 3640地区パストガバナ
ー 金 泰麟氏をお迎えして開催されます。例年と違って１日で実施しますが、

中身は今まで以上に濃く、有意義ものになるよう準備していますので、多数の

ご参加をお待ちしております。 

 

また、１０月は職業奉仕と米山月間であります。米山については米山記念奨

学会の理事である高木貞一郎パストガバナーに出筆をお願いしましたので、私

からは「職業奉仕」についてお話ししたいと思います。 

従来から、職業奉仕は良く分からない、難解だとの声がよく聞かれます。し

かし、ロータリーは何か？と問われた時、また、他の奉仕団体との違いを説明

する時に、真っ先に出る本質的な特長が、ロータリーの綱領（＝目的）に職業

奉仕を高々と掲げている点であります。職業奉仕は正しくロータリーの根本理

念でありますし、ロータリーそのものであります。従って、職業奉仕を理解す

ることは、結果的にロータリーとは何かを理解することになります。 

この点に関して、当２８４０地区として去る８月２７日に第２６８０地区の

田中 毅パストガバナーを講師にお迎えして「職業奉仕・社会奉仕合同セミナ

ー」を開催しました。参加者の多くから、目から鱗が落ちたとの感激のアンケ

ートを頂きました。ロータリーのもつ二つの奉仕理念即ち、「超我の奉仕」

"SERVICE ABOVE Self" と「最も良く奉仕するもの、最も多く報われる」"He 
profits most who serves best." がロータリーの根本理念であります。 
このセミナーの内容を詳しく知りたい方は、地区ホームページの曽我年度セ

ミナー報告に掲載していますのでアクセスしてご覧下さい。 
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今回は、昨今、捨てられ、忘れがちな扱いを受けていますが、極めて大切で

意義深い１９１５年のサンフランシスコ大会で採択されました「ロータリー道

徳律（職業倫理訓）」"Rotary Code of Ethics"をご紹介したいと思います。 誠に
残念ながらこの道徳律は宗教的色彩が濃いとのことで、１９５２年に RIが配布
の廃止をしてしまい、１９８９年、RIはこの道徳律に代わって「職業宣言」を
発表しました。 

 

「職業人のためのロータリー道徳律」 

<The Rotary Code of Ethics for Business Men of all Lines>  

１９１５年７月１９－２３日、サンフランシスコにおける第６回国際ロータ

リークラブ連合会年次大会によって採択された。 

この職業倫理基準は、我々の共通な人間性に基づく思いやりを心に留めるも

のである。職業上の取引や野望や諸関係は、常に社会の一員として自分が果た

す最高の義務を考慮すべきである。職業生活のあらゆる場面において、また、

自分が直面するすべての責任において、先ず最初に考えなくてはならないこと

は、その双方を終えたときに始めて果たされる責任と義務を満たすことである。

人間の理念と業績の水準をそれに気づいたときよりも、少しでも高めなければ

ならないし、このことを考えることこそ、ロータリアンとしての私の義務であ

る。 

                        倫 理 基 準 

第１条 自分の職業は価値あるものであり、社会に奉仕する絶好の機会を与え

られたものと考えること。 

第２条 自己改善を図り、実力を培い、奉仕を広げること。それによって、「最

もよく奉仕する者、最も多く報いられる」というロータリーの基本原

則を実証すること。 

第３条 自分は企業経営者であるが故、成功したいという大志を抱いているこ

とを自覚すること。しかし、自分は道徳を重んじる人間であり、最高

の正義と道徳に基づかない成功は、まったく望まないことを自覚する

こと。 

第４条 自分の商品、自分のサービス、自分のアイデアを金銭と交換すること

は、すべての関係者がその交換によって利益を受ける場合に限って、

合法的かつ道徳的であると考えること。 

第５条 自分が従事している職業の倫理水準を高めるために最善を尽くすこと。

そして、自分のやり方が、賢明であり、利益をもたらすものであり、
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自分の実例に倣うことが幸福をもたらすことを、他の同業者に悟らせ

ること。 

第６条 自分の同業者よりも同等またはそれに優る完全なサービスをすること

を心がけて事業を行うこと。やり方に疑いがある場合は、負担や義務

の厳密な範囲を超えて、サービスを付け加えること。 

第７条 専門職種または企業経営者の最も大きい財産の一つこそ、友人であり、

友情を通じて得られたものこそ、卓越した倫理にかなった正当なもの

であることを理解すること。 

第８条 真の友人はお互いに何も要求するものではない。利益のために友人関

係の信頼を濫用することは、ロータリーの精神に相容れず、道徳律を

冒涜するものであると考えること。  

第９条 社会秩序の上で、他の人達が絶対に否定するような機会を不正に利用

することによって、非合法的または非道徳的な個人的成功を確保する

ことを考えてはならない。物質的成功を達成するために、他の人たち

が道徳的に疑わしいと言う理由から採らないような、有利な機会を利

用しないこと。 

第10条 私は人間社会の他のすべての人以上に、同僚であるロータリアンに義 

務を負うべきでない。ロータリーの神髄は競争でなく協力にあるから

である。ロータリーのような機関は、決して狭い視野を持ってはなら

ず、人権はロータリークラブのみに限定されるものではなく、人類そ

のものとして深く広く存在するものであることを、ロータリアンは断

言する。さらに、ロータリーは、これら高い目標に向かって、すべて

の人やすべての組織を教育するために、存在するのである。 

第11条  最後に、「すべての人に人にせられんと思うことは、他人にもその通 
    りせよ」という黄金律の普遍性を信じ、我々が、すべての人にこの地

球上の天然資源を機会均等に分け与えられた時に、社会が最もよく保

たれることを主張するものである。  
                                            （田中 毅さん訳） 
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米山月間に寄せて 
（財）ロータリー米山記念奨学会 

理 事  高木 貞一郎 
 
 米山奨学事業は、日本最初のロータリークラブの創立に貢献した三井信託株式会社の創

立者 米山梅吉翁の功績を記念して発足した。１９５２年に東京ロータリークラブで構想

されたこの事業は、次第に日本の全クラブの共同事業に発展し、１９６７年には文部省（現

文部科学省）の許可を得て、財団法人ロータリー米山記念奨学会と法人化された。 
 現在、日本における助成財団の中で年間助成額第３位、特に外国からの留学生支援に限

れば、助成額第１位となっている。これまでに１０１カ国から１２，２０６人の奨学生を

支援し、今や規模と実績共に最大の留学生奨学団体である。 
 又、２００４年１１月に開催されたＲＩ理事会では、米山奨学事業が日本のロータリー

における他地区合同活動であることが、新たに確認された。 
 ２００４年８月実施の米山奨学事業基礎調査の｢米山奨学事業の目的と使命｣に対する質

問に多くのロータリアンが“日本と世界を結ぶ架け橋となって国際社会で活躍し、ロータ

リー運動の良き理解者となる人材を育てること”と答えている。 
 グローバリゼーションの急激な進展と国際競争の激化する時代に、ロータリーの精神を

身につけた優れた新世代の育成が、ますます重要となってくるでしょう。 
 然し、現在ロータリー会員の減少による寄付金の減少の影響は、極めて厳しい財団の財

政状況になっています。 
 この様な現状を踏まえて、２００５年４月からの奨学金は平均で７％減額（大学院生は

１５万が１４万円、学部生は１２万円が１０万円）されます。又、採用数は前年の２０％

減の８００名になりました。２００６年度においては、寄付金収入に見合った奨学生採用

方針とし、特別積立金の取り崩しは行わずに事業を行うことになりました。 
 一方、新制度として「地区奨励ロータリー米山奨学金」「地区外の指定校選定可」「現地

採用ロータリー米山奨学金」、また「特別米山奨学金制度廃止」「世話クラブ活動補助費改

訂」等の新制度も発足することになっています。 
 目に見える国際奉仕活動であるロータリー米山奨学金に、更なるご支援とご協力を賜り

ます様お願い申し上げます。 
 
＜資料＞ＲＩＤ２８４０ 一人当たり寄付実績 
２００５－２００６曽我Ｇ年度 ２，１１２円 ２００５年８月現在 
２００４－２００５山崎Ｇ年度 １４，３４０円 ３４地区中１３位 
２００３－２００４森田Ｇ年度 １３，４４２円 ３４地区中１７位 
２００２－２００３矢野Ｇ年度 １４，７３４円  
２００１－２００２清Ｇ年度 １７，７９４円  
２０００－２００１関口Ｇ年度 １６，６６７円  
１９９９－２０００高木Ｇ年度 １８，１４１円 ＲＩＤ２５６０新潟・群馬 

 



 6 

❐❐❐ 委員会報告 ロータリー財団委員会 ❐❐❐ 

『国際親善奨学生選考会』 

    ロ ー タ リ ー 財 団 委 員 会 

      担当副幹事   平 方   宏 

 

１．日時  平成 17 年 8 月２0 日（土） 

２．場所  群馬県中小企業会館 会議室 

３．選考経過 

２００６～２００７年度ロータリー財団国際親善奨学生が決定したしました｡ 

８月２０日（土）群馬県中小企業会館 会議室において、本年度のロータリー財団国際親善奨

学生の選考会が行われました｡ 

選考委員は、曽我隆一ガバナー、坂内光政地区幹事、清 章司ロータリー財団委員長、高

木貞一郎補助金･奨学金委員長、島津文弘年次寄付・恒久基金委員長の５名で、語学試験

官は、前橋国際交流協会 ニコル・ウィルコック先生、元ＮＨＫ文化センター勤務 斎藤ナタリ

ー先生に務めて頂きました｡また、オブザーバーとして、津久井義孝ガバナーエレクト、長谷川

嘉宣地区幹事も参加致しました｡ 

本年度は、マルチ・イヤー奨学生希望者６名、一学年奨学生希望者４名が選考を受けまし

た｡ 

５名の選考委員からの質問と、語学の会話による選考が行われました｡本年も、受講生のレベ

ルは高く、採点及び合否判定には時間がかかりました｡厳密、且つ、慎重に審査した結果下

記のように決定しました｡ 

 

選考結果（合格者） 

・ マルチ・イヤー奨学生 

上野恵理子様  スポンサークラブ 高崎セントラルＲＣ 

 

・ 一学年奨学生 

田島麻美様   スポンサークラブ 前橋ＲＣ 

塩野剛志様   スポンサークラブ 館林ミレニアムＲＣ 
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ガバナー公式訪問合同例会報告 【 第一分区 】 

 

日時 ：２００５年９月３日（土） 午前１０時 30 分～午後 3 時 00 分 

会場 ： 前橋東急イン   ホストクラブ：前橋南ロータリークラブ 

タイムスケジュール 

 １０：４０～１２：００  ガバナー・クラブリーダー懇談会 

     会長・幹事・会長エレクトが出席、各クラブの現状報告と問題点を発表し曽我ガ

バナーより、地区外の事例を含め和やかな中でご指導を受ける。 

 １２：３０～１３：００  合同例会 

        点鐘                              前橋南ＲＣ会長  永井 豊 

        国家「君が代」、ロータリーソング「奉仕の理想」 

       ソングリーダー  関谷健司 

        ご来訪者紹介・ホストクラブ会長挨拶 前橋南ＲＣ会長  永井 豊 

・ ＲＩＤ２８４０ガバナー 曽我隆一 

・ ガバナー補佐 神山健 

・ 前橋ローターアクトクラブ ・ 前橋南ローターアクトクラブ 

・ 前橋育英・前橋商業・中央高等専門学院・共愛学園各インターアクトクラ 

・ 米山奨学生（前橋ＲＣ）パトゲレル・オイドブ・ 

・ 国際奨学生（前橋ＲＣ）王英 ・ リン・リカ 

        会長の時間   前橋ＲＣ会長 平出昌男 

        幹事報告   前橋西ＲＣ 黒岩千春 

        出席報告   前橋東ＲＣ 関口純一 

        ニコニコＢＯＸ  ６クラブニコニコＢＯＸ委員会 

 １３：００～１３：４５  曽我ガバナー・スピーチ 

  地区改革の必要性とガバナーの責務などを始め、具体的改善策の心になど、

世界のロータリーの事例を含め４５分間に渡り、ロータリアンにとって意義ある

講話を頂きました。 

 １４：００～１４：５０  クラブ自慢 

  前橋ＲＣ  「会員数１００名の維持の秘訣」 

   山田美光パスト会長 

 

 

    前橋西ＲＣ 「奨学活動と学友会」 

      北澤俊春会員 
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  前橋東ＲＣ ｢甲子園出場の思い出と再度の出場に挑む｣ 

   井野元吉会員 

 

 

    前橋北ＲＣ 「サラマッポ教育支援活動」 

      岡崎政夫国際奉仕委員長 

 

 

 前橋中央ＲＣ 「女性会員のパワーとバンド活動」 

  佐藤政雄会員 

 

 

   前橋南ＲＣ 「酔人会親睦活動について」 

     峰岸希一会員 

 

 

 

 

        総括   曽我隆一ガバナー 

        ガバナー補佐挨拶  神山健ガバナー補佐 

        謝辞   前橋中央ＲＣ会長 奥澤 登                      

        点鐘   前橋南ＲＣ会長  永井 豊 

 

  

前橋南ＲＣクラブのホストのもとで開催した、第一分区曽我ガバナーをお招きしての公式訪

問合同例会は、ロータリアン及びローターアクト・インターアクトの会員を含めて２４０名近い参

加者のもとで、盛大に開催できました。特にクラブ自慢は各クラブとも創意をこらした活動を発

表され、第一分区が一つになれた充実感に包まれた素晴らしいひと時でした。 
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ガバナー公式訪問合同例会報告 【 第二分区Ａグループ 】 

         ガバナー補佐  森 喜美男 

日時 ：２００５年９月４日（日） 

会場 ： 桐生プリオパレス   ホストクラブ：桐生ロータリークラブ 

 

 2005 年９月４日（日）曽我隆一ガバナーをお迎えして、ガバナー公式訪問合同例会を開催

致しました。 

 合同例会に先立ち、曽我ガバナ

ーと桐生５ＲＣ会長・幹事の懇談

会が行なわれました。現在のロー

タリークラブの喫緊の課題である

会員増強につき、ガバナーと会長

間で熱心な質疑応答がありました。

坂内地区幹事からステンハマーＲＩ

会長ご来県の説明もありました。 

 会食の後、合同例会が開催されました。出席者は曽我隆一ガバナーを始め、ガバナー補佐  

森 喜美男、坂内光政地区幹事、今井健介地区副幹事、ゲスト１３名、桐生南 RC１８名、桐

生西ＲＣ３５名（矢野 亨パストガバナーを含む）、桐生中央ＲＣ１３名、桐生赤城ＲＣ２２名、桐

生ＲＣ３５名（吉野一郎パストガバナーを含む）、事務局５名、総勢１４５名であります。 

 曽我ガバナーの講話はロータリークラブの現状、職業奉仕の

理念、職業人の倫理観、会員増強の必要性など大変有意義な

内容で、学習効果は顕しいものがあると確信致します。次にクラ

ブ自慢が５ＲＣ会長から開陳披露され、軽いどよめきや感嘆・哄

笑など楽しい時間が経過しました。 

 曽我ガバナー改革の目玉の一つであるガバナー公式訪問に

よる合同例会につき、５ＲＣの会長がどんな意見を持っているか、

又、どう評価しているか。これも曽我ガバナーの関心事と心得、検証してみました。５ＲＣのう

ち２ＲＣは『大変効率的で、しかも経済的でよかった。省エネモットーの２１世紀ではこうあらね

ば・・・。来年度もこのスタイルで開催して欲しい。曽我ガバナーの目線も我々に合わせてくれ 
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て好感が持てた。』等々、頗る好評でした。 

２ＲＣは強いて言えば、以前のスタイルがよかった様に受け取られました。『合同例会方式

は何か形式的でセレモニーの様に映った。ガバナーにも個別に訪問して貰いたいが、それだ

とガバナー補佐訪問、合同例会と三度手間になってしまう。これでは如何なものか。従来のガ

バナー公式訪問を年度最大のＥＶＥＮＴと心得ている。ガバナーとクラブの幹部が身近に接遇

できる絶好のチャンスで、これにより活力あるクラブ運営の柱にしようとしている面から言えば、

些か拍子抜けの感は否めない。』と言う。 

１ＲＣは『良かったか悪かったか初めてのことなので正直言ってよく判らない。２～３年経過

すれば本当の評価が出来ると思う。ただ、新規性から今回は元気が出た。この点からすれば

良かったのかも知れない。』 

５ＲＣ会長の結論を総括するとこんな処です。ただ、やや否

定的な２ＲＣ会長も、賛否相半ばする会長もいずれもクラブ

自慢については大変好評でした。 

 その後、矢野 亨パストガバナーとお会いする機会があり、

５ＲＣ合同例会につきお訊ねしたら大いに結構だとお褒めの

言葉を頂戴しました。ガバナー補佐の立場からすれば、今回

の曽我ガバナーの大英断は素晴しい。小泉改革に匹敵する

ものだと敬意と賛意を表します。 

 



 11 

第 2 分区 A グループ クラブ自慢 

                          ガバナー公式訪問合同例会 05.9.4 

桐生 RC 

                                                      会長 舘 盛治 
 我が桐生ＲＣの自慢は、例会場と５２年間クラブに在籍しチャーターメンバー

で唯一の現役で活動されているＰＧの吉野一郎君です。 

 桐生ＲＣは１９５３年３月２７日、日本における９７番目、群馬で初のロータ

リークラブとして誕生致しました。その時のチャーターメンバー２０名の中の一

人がＰＧ吉野一郎君です。今日まで５２年間在籍し、群馬で１号、日本の中で２

番目の人と思います。今年度は出席委員会に所属され、５３年間の在籍と出席１

００％を目指し、クラブの指導にあたり活動している黄門様的存在の方です。 

 そして例会場ですが、明治３３年に建設されました“社団法人桐生倶楽部会館”

です。平成８年１１月１５日、登録有形文化財第１０－０００５号で「文化財登

録制度」による第１号の適用を受けました。（赤瓦の屋根、上げ下げ窓、小さな切

妻の屋根を乗せた４本の煙突の他、列柱の玄関ポーチといったスパニッシュ・コ

ロニアル形式など、大正モダニズムを今に伝える様式が適用の対象となった。) こ
の例会場は、５３年３月２７日の第１回例会から今日まで、桐生ＲＣの例会場と

して大事に活用されています。現在では２８４０地区の大部分のクラブにおいて、

近代的な建物で設備の整ったホテルや色々な会館、式場で専用のスタッフや給仕

人付きのスマートな例会が主流となっていますが、我がクラブの例会は、古式尊

厳な部屋で照明・音響設備も前時代的のまま、Ｓ.Ａ.Ａ. が食事を含め会場設営を
行い、親睦活動委員会を始め全会員の協力を得て、汗をかいて例会運営を幹事の

指導により行っています。常時、会員全員がクラブ奉仕活動を実践しているわけ

です。この運営方法が、我がクラブ５２年の伝統と格式を築いて来たと感じます。

２１世紀に入り、会員の減少によるクラブ運営の財政難に直面し、例会場の使用

料も他クラブと比較して大変割高で、効率を考えると問題点も多数あると思いま

すが、桐生倶楽部の門をくぐり、列柱の玄関ポーチへ入り、階段を上り、例会場

の椅子に座ると、和やかな中にも例会の緊張感が伝わるＲＩ第２８４０地区のロ

ータリーの聖地として、これから先も維持したい例会場です。どうぞ、まだ我が

クラブを訪問されたことのないロータリアンの皆様、機会がありましたら是非一

度、メイクを兼ねて見学にいらして下さい。会員一同心よりお待ちしております。 

 

桐生南ＲＣ 
１．月１回 会員の希望メニューでビュッフェスタイルの食事 
２．四つのテストの唱和の時、職業奉仕委員長が、特別の素晴らしいコメントを

披露してから、唱和に入る。 
  例：＜８月のコメント＞ 
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    ころんでも ただじゃ起きない人がいる。 
    ころばないために、手をつくす人がいる。 
    ころんで何かを学ぶ人もいる。 
３．誕生・出席１００％表彰の時、会員が毎回入れ替えで祝辞をのべる。 
４．男声コーラス部、約１５名程の会員にて、月２回程度練習して、納涼会、家

族忘年会等の席で、アトラクションとして披露する。 
 

桐生西ＲＣ 

・ ＲＩ加盟認証が１５，０００番目のクラブである。 

・ 桐生赤城ＲＣのスポンサークラブである。（ガバナー特別表彰受賞） 

・ ＲＩ会長賞を過去３回受賞している。 

・ ガバナー輩出クラブである。 

・ ポールハリス月桂樹に詳しい井本会員が、月桂樹４世を成育させ、その存続と

歴史の伝承に貢献している。 

 
クラブ奉仕部門 

１．創立以来９０％以上の例会出席率 
２．親睦活動が活発 

① 納涼家族会とクリスマス家族会は約１５０名の参加者 
② クリスマス家族会には新会員による恒例の余興「白浪五人男」が好評 
③ サークル活動が活発 ゴルフ、社交ダンス、囲碁将棋、ハイキング、茶

道等 
④ ご夫人のお食事会、観劇会等 

３．例会に対する気配り 
① ロビードリンクを用意して和やかな雰囲気作り、今年はそれに加えて健康
ドリンクを毎月メニューを変えて用意している。 

② 外部卓話は片寄らない様多方面の話題にして、魅力ある例会になるよう心
掛けている。 

③ 親しき仲にも礼儀あり、会員章とネクタイ(ループタイ可)は着用する。 
私語や途中退席のないよう、ＳＡＡが配慮している。 

  ④  今年度、心に残る一文（あいだみつをの書）を例会毎に配布している。 
４．月１回ロータリー情報アワーを設けてロータリーの知識や情報を提供してい

る。 
５．ロータリーの友を配布した例会では雑誌委員会が読み所を紹介し、購読促進

に尽力している。 
６．毎年早朝健康診断を行って、会員の健康維持や生活習慣病のチェックを行っ

ている。 
７．ＩＴ委員会により、ホームページ上でのクラブ情報の提供をしている。 
８．クラブのイベントには広報委員会が報道機関に連絡し、広報に努めている。 
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社会奉仕部門 

１．クラブ創立時から毎年養護老人ホーム・高津戸荘への慰問や後援を行ってい

る。 （意義ある業績賞受賞） 
２．希望の家のクリスマス会訪問 
３．早朝清掃奉仕 
４．職業奉仕と合同で、ぐんま昆虫の森へ毎年コナラの苗木２００本寄贈してい

る。 
５．わたらせ養護園、はーとふるチハヤ、つつじヶ丘等の施設のチャリティに協

賛・後援している。 
 
職業奉仕部門 

１．毎年所在地域内６施設の優良職員を例会に招待し表彰を行っている。（意義あ

る業績賞受賞） 
 
国際奉仕部門 

１．姉妹クラブをフィリピン、シンガポール、韓国のクラブと締結して、交流し

ている。 
２．姉妹クラブとＷＣＳを行い、過去４回マッチング・グラントを成功させてい

る。 
３．新潟県栃尾ＲＣと友好クラブを締結しており、ポールハリス月桂樹四世を記

念に贈ったり、新潟の水害や中越地震では義捐金を贈り、交流している。 
 
新世代奉仕部門 

１．インターアクトとローターアクトを持っている。 
２．大間々警察署管内の善行児童生徒表彰に桐生西ＲＣ会長賞を設けて毎年表彰

している。 
 

桐生中央ロータリークラブ 

会長 黒澤 彰 

１．“さかいポケット” 

桐生中央ロータリークラブ創立に精力的に努力され、又、第１代、第２代、当ク

ラブ会長であり、ミスター中央と呼ばれた酒井敏夫さんが、平成１２年１月７日

亡くなられまして、その後、奥様より、我がクラブに何かお役に立てください、

と寄付をいただきました。 

そこで平成１２年５月２５日に臨時総会を開き、“さかいポケット”を設置する

こととなりました。 

目的：故酒井敏夫初代会長夫人より当クラブに頂いたお金を通常でしたらニコニ

コＢＯＸその他の寄付扱いにてクラブの為に使用しますが、今回、酒井初
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代会長の偉業をクラブに残す為、表記の基金を作り地元青少年の健全育成

のための援助をすることにより、故人の遺徳を後世に伝承し、社会奉仕の

一翼をになう。 

資金：１．今回頂いた全額を充当する。 

   ２．例会場に募金BOXを設置して協力を願う。 

運用：当基金は地元青少年の健全育成の為団体に拠出する。 

   尚、当援助を受けようとする団体は文書にて担当者に申し込み理事会の承

認を受け拠出する。 

管理：管理者は前年度会長、幹事がこれに当たる。 

 

現在は桐生ミニバスケットボール連盟へ桐生中央ロータリークラブ杯、 

少年サッカー連盟へ桐生中央ロータリークラブ杯として、支援しております。 

 

２．中央ＲＣで催し物をするときに、同窓会という形で退会者の方に声をかけま

しょうということになりました。 

第１回の試みとして、納涼会への参加を呼びかけましたが、残念ながら今回の結

果は、参加者はありませんでした。 

しかしながら、少しは反応があり、２回、３回と続けようと思います。 

もしかして？Ｕターン組が出来るかも、と思います。 

 

桐生赤城ロータリークラブ  

会長 新井清一  
こんにちは、桐生赤城ロータリークラブの会長を仰せつかりました新井でござ

います。私たちがいつも手にしています、ロータリー入門書は、９年前の 1997
年 6 月２７日に桐生西 RC クラブを母として我がクラブが誕生し、創立総会で当
時 創立時のガバナーでおられました、新潟村上 RC の吉田昭平ガバナーから
頂いたサイン入りの貴重な４０冊の内の一冊です。もし善意というものが ない

なら、ロータリーはただの社交クラブだ。職業は金儲けでしかなく、社会奉仕と

いうも、ただの施しにすぎない。この名句は桐生クラブ、前原勝樹パストガバナ

ーがお書きになったものであります。この一冊は私のロータリーライフの良き相

談役となっております。私の職業分類は、フラワーショップ、花屋であります。

中央市場とお店を行ったり来たりする毎日で、奉仕のこころとは、とうてい考え

つかない処の毎日でしたが、桐生赤城ロータリークラブが創立するにあたり園田

徳司パスト会長のご推薦で当クラブへ入会させて頂きました。 
それでは、私の知る限りの桐生赤城 RC の自慢話をご披露申し上げます。我が

クラブの９代目の舵取りを仰せつかった訳ではありますが、来期は、創立１０年

となります。名峰赤城山の広大なすそ野の如く、(ロータリーの奉仕の心をひろく
長く地域の隅々までも)と誓い合った仲間のクラブであります。チャーターメンバ
ーは、４０名で出発致しましたが、この間多少の増減は、ございますが８月現在
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で会員数４１名であります。昨年、一昨年と新会員候補を立て増強に増強を重ね

て参りました。505作戦と題して 5年で 50 人をと試みましたが現在にいたってお
ります。また毎月の会員増強を念頭に置き、会員の増強を、進めているところで

すが、楽しい例会や、親睦活動は、みなさん、おおいに活発で、特に部活動では

ありますが、年に３回４回と海釣りに遠征する、つり部のみなさんや、野球部に

おいては、2002年 6月 28日にロータリー全国野球大会に初出場致しまして、和
歌山新宮 RC と対戦致しました。昨年度は、ロータリー100 周年記念大会に出場
いたしまして、伝統のある和歌山の田辺 RC と対戦し、前夜祭では、対戦相手チ
ームと親睦を深め、ロータリーライフをおおいにエンジョイ RI のテーマ 「超
我の奉仕」とガバナーメッセージは、「奉仕の第 2 世紀へ向けて」です。私のテ
ーマは、「ロータリー2 世紀のスタートは、近隣社会への親睦と職業奉仕」です。
去る 8 月 27 日に桐生市教育委員会主催で行いました桐生近郊の児童生徒から一
般迄を対象としたマーチングフェスティバルの後援や桐生市近郊の小学 4 年生以
下の少年サッカーの新人戦に赤城杯として、第二の松田選手や青少年の夢を形に

と応援しています。また地域社会への奉仕として我がクラブには、前年度の星野

パスト会長から始まった継続事業である、赤城ロータリークラブの奨学金基金制

度がございます、高校生への緊急の援助として現在 1 名の高校生を援助いたしま
して、学校側からは、深く感謝されています。そしてまた赤城のすそ野から始ま

った奉仕活動もいよいよ海外に目を向けて、桐生赤城 RCでは、10周年の記念事
業を計画し、金井栄則パスト会長を中心にいたしまして、5 周年終了後からの悲
願でありました、「カンボジアに学校建設を」の実現に向けてまいりました。事前

視察や、学校建設の説明会等重ねまして、いよいよ、この計画が実現化する運び

となりました。識字率向上は世界平和と人類幸福のためにとして RI でも提唱し
ております。金井栄則パスト会長は言いました、カンボジアは、日本と同じ仏教

国で長い内乱で国土や文化遺産も荒れ果てていましたが、政治経済の復興努力を

重ねている国です、しかも学校は、まだまだ不足しており，教育を受けられない

子供達は、全体の６０％もいる事と 3 部制で授業をうけるのがやっとというのが
現状です。志を新たにして、努力の甲斐あり 2005年 7月 25 日に無事契約が稔り
ました。2006年の 3月頃には、落慶の運びとなる予定です。我がクラブは誕生し
て 9年という若いクラブであります、男子会員 39名女子会員 2名の会員数 41 名
と言う小粒なクラブではありますが会長エレクト、クラブ奉仕委員長を中心にし

て、21世紀委員会を立ち上げようと、クラブ組織の強化を図り、退会者の少ない
魅力あるクラブライフにと、ダンス部なども活発に、地域の祭りや事業に積極的

に参加して、クラブ活動を広報しています。我が赤城 RCダンスチーム「笑」（シ
ョウ）は、日頃の成果を桐生祭で、ダンス八木節を発表し 8 月 6.7日と 11名のメ
ンバーであばれまくりました。 会員の平均年齢は、52 才です。時には垣根を超
えたり、ハンドルさばきを誤ったりする事もありましょう。元気な赤城 RCに益々
のご期待とご指導をお願い申し上げます。本日は、ご清聴ありがとうございまし

た。 
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ガバナー公式訪問合同例会報告 【 第二分区Ｂグループ 】 

ガバナー補佐 猪俣 健 

日時 ：２００５年９月１０日（土） 午前１０時 30 分～午後 3 時 00 分 

会場 ： ニューいずみ   ホストクラブ：伊勢崎中央ロータリークラブ 

   次第 

○ ガバナー・クラブリーダー懇談会 

    １５：００～１６：００      ガバナー、ガバナー補佐、各クラブ会長・幹事・会長エレクト 

 

 

 

 

 

 

○例 会    司会進行 … 伊勢崎中央ＲＣ 幹事 根本雅史 

    １５：３０～   登録開始 

    １６：００～   点鐘 … ホストクラブ会長 吉田雅志 

             国歌「君が代」・ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱  

             ご来訪者の紹介及びホストクラブ会長挨拶 

                   … 伊勢崎中央ＲＣ 会長 吉田雅志 

             会長の時間 … 伊勢崎ＲＣ   会長 古賀友二  

             幹事報告  … 群馬境ＲＣ   幹事 光山喜一郎 

             ニコニコＢＯＸ委員会 … 各クラブニコＢＯＸ委員会  

             その他の委員会報告 

    １６：３０～   ガバナースピーチ … ガバナー 曽我隆一様 

     

 

 

 

 

 

 

    １７：１５～   クラブ自慢 … 進行 伊勢崎ＲＣ 幹事 辻 健夫 

    １７：５０～   ガバナー総括 

             ガバナー補佐挨拶 … ガバナー補佐 猪俣 健様 
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             謝辞 … 群馬境ＲＣ 会長 天田康雄 

    １８：００～   点鐘 … ホストクラブ会長 吉田雅志 

             お知らせ … 伊勢崎中央ＲＣ ＳＡＡ 
 

             写真撮影（クラブ別） 
 

○懇親会    司会進行 … 伊勢崎南ＲＣ 幹事 堀越 宏 

    １８：３０～   開会挨拶    … 伊勢崎東ＲＣ 会長 松本好夫 

             ガバナーご挨拶 … ガバナー 曽我隆一様 

             乾杯      … ガバナー補佐 猪俣 健様 

             ロータリーソング「手に手つないで」斉唱 

             締め      … 伊勢崎東ＲＣ 幹事 島田賢一 

             閉会挨拶    … 伊勢崎南ＲＣ 会長 石川史郎 

 

去る９月１０日（土）、伊勢崎市内の「ニューい

づみ」で伊勢崎中央ＲＣをホストに開催された当

年度のガバナー訪問について、ご報告申し上げ

ます。 

今年のガバナー訪問は、ＤＬＰの一施策として、

第２分区Ｂに属する伊勢崎ＲＣ・群馬境ＲＣ・伊

勢崎中央ＲＣ・伊勢崎南ＲＣ・伊勢崎東ＲＣの伊

勢崎地区５クラブ合同で行われることとなりました。当初地区からのご連絡では昼食をはさんだ

合同例会との予定でしたが、ガバナーにお願い致しまして、午後３時より始めて、合同例会の後、

合同懇親会を行うことと致しました。スケジュール及び時間割は後記の通りで、全て予定時間と

おりに進行致しました。スケジュールは、大きくは３つに分けて進行。まずは３時よりのガバナー・

クラブリーダー懇談会、続いて４時より合同例会、６時半より懇親会となりました。 

クラブリーダーとの懇談会では、まずガバナーのお話があり、続いて５クラブよりお話がありま

したが、一時間では時間が足りないほど有意義な懇談があったと思います。 

つづいての５クラブ合同例会では、約１５０名の会員の出席があり、ガバナーの講話や、クラ

ブ自慢で大変盛り上がった例会となりました。ガバナーからは、地区での大胆な改革（ＣＬＰ、ＤＬ

Ｐ）がなぜ必要となっているのかにつきお話を頂き、ロータリーの危機を真面目にとらえ、具体的

ツールをもって改革に踏み込んで行うとの要請がありました。一方、クラブの自治権を大切に育

てていかなくてはならないとのお話もありました。クラブ自慢では５クラブの会長がそれぞれユニ

ークな話し振りでクラブ自慢をし、会員の拍手喝采を頂戴いたしました。各クラブ自慢について

は後に掲載しておりますのでご一読ください。 

最後は懇親会となりましたが、約２時間にわたり和やかな親睦が意義深く行われたことは申
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すまでもございません。 

また、当日は曽我ガバナーの他、坂内地区幹事、今井地区副幹事のお二人のご参加をいた

だきましたことを心より御礼申し上げたいと存じます。 

 

クラブ自慢 

 

○伊勢崎ＲＣ 会長 古賀 友二 

 猪俣ガバナー補佐より「クラブ自慢」はどのクラブも会長がやると型にはまって面白くないので、

他の適任者にやらせる方が良いとの話がありました。しかし、つい先日の水曜日の例会の日に

話があったばかりなので誰も引き受けてくれる人がおらず、結局私が話をすることになりました。

そんな訳で私も面白い話ができず申し訳ありませんが、しばらく私の話に付き合って頂きたいと

思います。 

 まず、私のクラブは昨年創立５０周年を迎えた県内でも桐生、前橋に次ぐ最も古いクラブの一

つであります。ロータリーの基本理念は「友情と奉仕」であります。中でもクラブ奉仕、職業奉仕、

社会奉仕、国際奉仕の4大奉仕があります。私がクラブの歴史を調べたり、先輩の話を伺うとそ

の中でも国際関係の奉仕に一番特色があるように思います。青少年国際交換に関しては、夏

季交換学生ではアメリカやドイツに過去派遣１２名、相手国より３５名を受け入れております。ま

た、１年交換学生では日本から８名、同数をアメリカ、カナダ、ニュージーランドから受け入れて

おります。他にも、財団奨学生やＧＳＥの５チーム２２名も積極的に受け入れております。創立５

０周年記念事業の一環として、バンコク南ＲＣと世界社会奉仕プロジェクトに取り組んでまいりま

した。これは、タイの貧しい農村地区の６つの小学校に飲料水のための浄化装置を設置する事

業を更にマッチンググラントに発展させ、Ｒ財団から正式承認を受け設置が終了し、２００５年３

月には当クラブより６名が完成記念に出席をしました。これは我がクラブより沢山の先輩の方が

地区の青少年交換や世界社会奉仕、国際奉仕の委員や委員長として活躍されたからだと思い

ます。そんな中で私が直接係わった例としては、１年交換学生のニュージーランドから１９９２年

～３年にかけて伊勢崎東高校に在籍をしたケルビン・コーリー君であります。私が驚いたのは、

最初に家に来た時に漢字でバラ（薔薇）など、日本人でも書けないような難しい漢字を書いた事

であります。また、空手部に入部し、一生懸命練習に励み、試合にも出場しました。今でも空手

部の仲間とは付き合っているようです。帰国後は再来日し、筑波大学を卒業し日本の小松製作

所に入社しました。現在は海外関係の部門で活躍をしております。今でも１年に１度や２度は泊

まりで私のところや、お世話になった人のところに遊びに来ております。こんな事が少しでも国際

交流や親善になっていると思います。 

 現在は当クラブの会員も会員暦の長い人が多くなり、国際奉仕の委員長がステイ先の確保に

頭を痛めているようですが、若い会員を確保してこういった制度は今後も続け、当クラブの自慢

として守っていきたいと思っております。 
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○群馬境ＲＣ 会長 天田 康雄 

境クラブの小さな幸せ（自慢かな）を発表させていただきます。 

先輩の皆様が創立して、奉仕、増強、拡大、維持運営と（Ｐ.Ｄ.Ｃ.Ａ）の歯車を回し続けて３５年

経ちました。創立当時のご苦労は、語り尽くせぬ想いが込められ、秘められている事と推測をし

ながら、境ロータリークラブの歴史の一片を発表させて頂きます。 

(1) チャーターメンバーの話 

(2) 国際大会参加のこと 

(3) 群馬境ロータリークラブの歌について  

の３項目であります。 

(1) 境クラブの自慢は、チャーターメンバーさんの話で在ります。 

境ロータリークラブは、１９７０（昭和４５）年６月→創立、８月→承認 

チャーターメンバー ３１名  スポンサークラブ 伊勢崎ＲＣ 

現在５名のチャーターメンバーさんがいらっしゃいます。 

（石原、田島、清水、富岡、天田）皆さん非常に元気です。 

その皆さんが皆勤を続けております。１００％出席を続けておられるという事を自慢させて頂

きます。 

創立当時のチャーターメンバーの皆さんの年齢が４０歳前後、事業家、経営者として八面

六臂の活躍の時代、自分に置き換えて考えてみますと、とても奉仕活動を考える余裕の無

い時代でありました。 

 境ロータリークラブは本日、１６８５回目の例会日となります。１６８５回の例会に１００％の

出席です。ロータリー精神と同時にたゆまざる努力の結果が、この輝かしい記録の樹立と功

績に繋がったものと拝察致します。と同時に、憧れと畏敬の念を更に深めているところであり

ます。 
 

☆ 私が会長になって最初の例会日のことでした。緊張していてこちこちでした。皆勤者表

彰がありました。皆勤者はチャーターメンバーの皆さんです。（一人目の）表彰状を読みな

がら考えていました。二人目の方に詠む時、どうしようか。「境ロータリークラブの会員とし

て３５年皆勤され、出席率１００％でしたことはロータリー精神に基づくもの･･･」と最初から

詠まないと失礼かな？ 以下同文でもいいのかな？ と迷っていました。詠み始めた時で

した。「以下同文でいいよ」その一言で、肩の力が抜けました。緊張から開放されました。 

 お陰様で今も会長を努めさせて頂いております。 

 先輩の一言って嬉しいものですね。若者に自信を持たせてくれます。 

(2) 境ロータリークラブは、ＲＣ国際大会の参加は１９８２年のダラス大会から参加をしておりま

す。昨年の大阪大会までで１４回、延べ２８６人の参加者がおります。 
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ＲＣ国際大会の参加についても、先輩の一言が非常に参考になったと伺っております。今は

大都市の伊勢崎市ですが、当時は佐波郡境町で大字が付いておりました。田舎町ですから

海外へ出掛けるチャンスが殆どありませんでした。 
 

→ＲＣの国際大会ならば、広い意味で、回りに許してもらえそうだ。 

仲間と団体で海外へ行くのならば不安も解消できる。 

ダラスならば知り合いもいる。ガバナーが同行するから。 
 

  いろいろ背景を理由付けしながら実行したようです。当時とすれば海外旅行が贅沢の時代で

あったようです。（かもしれません）その後は、隔年実行するようになりました。 

(3)境ロータリークラブには、クラブの歌があります。「群馬境ロータリークラブの歌」と題して、境

ロータリークラブのメンバーでありました、今は亡き正田豊作さんの作詞による歌でした。 

   「四つのテスト心に秘めて つらぬき行かん平和の理想 裾野広く雄々しく  

たてる赤城を北に いざや歩まん集いし我等 境ロータリー ロータリアン」 

  四拍子の軽快なリズムの歌であります。境ロータリークラブのメンバーで歌いながら、境クラ

ブの紹介、自慢話を終了させて頂きます。 

 

○伊勢崎中央ＲＣ 会長 吉田 雅史 

当クラブは１９７５年２月に創立し、今年で３１年目を迎えました。また今年４月に行いました３

０周年式典時には、本日ご参加の皆様を始め多数のご参加を賜りまして誠に有難うございまし

た。 

 それでは、当クラブの自慢話をさせて頂きます。 

まず始めに、当クラブ一番の自慢はここ数年間会員の増減が非常に少ないことです。特に退

会者が少なく、昨年は地区モデルクラブになりました。 

では何故退会者が少ないのかを私なりに感じた事をお話させて頂きます。 

 当クラブでは、ＩＭ、地区大会、姉妹クラブ公式訪問、また最近では３０周年記念式典等で定期

的にメンバー全員よる活動を行っております。このような活動によってメンバー間の意志疎通が

はかられているものと思われます。またメンバー同士のコミュニケーションの場として、親睦委員

会のもとに趣味の会が１０部会有り、各々が活動しております。 

旅行部会、二水会、釣りの会、すずめの会（麻雀）、グルメの会（食べ歩き）、写真部会（撮影会）、

野球部、雲の下団五郎一座、一酔会、フォーティー・シックスティーで全部になりますが、簡単に

その中の一部を紹介させていただきます。 

二水会では奥様を交えて年３回のゴルフコンペを行い、一酔会では月一度お風呂で裸の付き合

いをしております。野球部においては、過去２５６０地区、最近では２８４０地区の代表として全国

ロータリー野球大会（阪神甲子園球場）に出場しており、成績はベスト８まで進みました。また、

変わりどころでは、劇団雲の下団五郎一座があり、各イベントのおりには一幕～三幕ぐらいの芝
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居を興行しております。ガバナー賞を頂いたこともあります。更に最近ではフォーティー・シックス

ティーなるクラブバンドも結成され、懇親会のおりには演奏しております。 

 このような活動の結果退会者が少ないのではないかと思います。ひょっとしたら忙しすぎて退

会を考える暇がないのかもしれません。 

 また、当クラブには姉妹クラブが沖縄とフィリピンにあり、定期的に交流を行っております。３年

前には姉妹クラブの子クラブにあたるフィリピン・ノースバリンタワクＲＣとＷＣＳ事業で奨学生援

助を行い、昨年は姉妹クラブのバリンタワクＲＣの２５周年記念事業で同様に奨学生援助に協

力し、現在は当クラブのスポンサーにより、計６名の学生が毎日元気に勉学に励んでおります。 

 今年は当クラブ３０周年、国際ロータリー１００周年を記念し、伊勢崎市民のもり公園に１３０本

の河津さくらを植樹いたしました。 

 クラブ内の雰囲気は３年前に『年齢を超越し活動しているクラブ』としてガバナー賞を頂きまし

たが、メンバーそれぞれは年齢、男女、ロータリー歴をあまり気にしないで気楽にクラブライフを

楽しんでいるという感じが致します。 

 当クラブの設立時に伊勢崎クラブさんより移籍し、チャーターメンバーの一人で、現在クラブ最

年長で３１年間という長い間、今日の中央クラブそのものを創ってこられた田中さん（９３歳）がこ

の７月に当クラブの初の名誉会員となられました。田中さんはクラブ会長、創立２０周年記念式

典実行委員長、故 久保田昭治ガバナー年度の地区大会実行委員長等の要職を担ってこられ

ました。田中さんはお酒を飲むと今でも舞台に上がって楽しく歌を歌い、日課のマッコウ法を披

露してくださいます。 

 当クラブは、直前会長の牛久保さんの言葉ですが『明るく、仲良く、楽しく』をモットーにロータリ

ー活動を行っております。 

 

○伊勢崎南ＲＣ 会長 石川 史郎 

 伊勢崎南ＲＣクラブも今年度創立２６年、創立以来比較的順調に会員増強も進み、一時５０数

名を数えるところまで拡大していた時期もありました。しかし、時代・景気の趨勢、多少の内部対

立などもあり、毎年数名単位での会員減少が続き、今年度の始まる７月には３４名にまで減って

しまいました。真剣に他クラブとの合併を考えなくては等といった意見が出たり、特に昨年は会

長経験者・チャーターメンバーも含め、古くから在籍していた会員の退会があり、クラブのモチベ

ーションを維持していくのが大変な状況が続いております。 

 しかし、ここにきて３年前、クラブ内で結成された野球愛好会などもようやく功を奏し始め、今年

度に入り２名の新入会員が決まり、続いての入会予定者も数名いるような状況になってきており

ます。増強にはスポーツ、野球が非常に効果があることがわかります。もちろん野球愛好会だけ

におんぶしているわけにも行きません。その他のクラブ内愛好会にも活躍していただいて大いな

るクラブライフを楽しんでいただきたいと思います。 
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 伊勢崎南クラブは、現在決して活動的なクラブであるとは言えません。それは決して賞賛され

ることではないかもしれないけれど、逆に言えばなんとなくぬるま湯にいる、癒されるような大人

の集会所みたいな居心地のよさがあるような気がしています。 

 曽我ガバナーは本年度各クラブの強化を特に求められています。我がクラブにおいても伊勢

崎南ロータリークラブ《クラブ改革委員会》を７月に立ち上げ、伊勢崎南ＲＣの問題点（各クラブ

に共通することだと思いますが）の洗い出し作業から始まっております。 

 伊勢崎高校インターアクトクラブ設立に向けては様々ないきさつがあり、ほぼ決定しかかって

いた高校からの突然の設立キャンセルの知らせ、そこまでの数年にわたる学校側・先生方との

度重なる折衝が水泡に帰してしまった時の無念さは、当時学校関係者との折衝の最前線にい

た下田進インターアクト委員長（当時）の手記にまざまざと残っておりますが、その後多少の紆

余曲折をへて伊勢崎高校インターアクトが誕生し、現在目覚しい活動を若き体力と知力で続け

ております。 

 アクターは金澤インターアクト顧問教師以下現在総勢４２名、内訳は女子３９名、男子３名。

（つい先日までは男子生徒は１名だったということです）現在の活動内容の一端をご紹介いたし

ますと、設立時よりルワンダ、カンボジア難民の児童支援のためのバザー物資協力、講演会活

動、去年発生した新潟中越地震での旧山古志小学校への募金活動、毎週月、火、水『樫の木

ネットワーク』で運営している障害を持った児童の学童保育のお手伝いをクラブメンバーが手分

けをして行っています。身近な社会奉仕活動、また市立高校ということもあり、市の行事の支援

も積極的に行っております。 

 

○伊勢崎東ＲＣ 会長 松本 好夫 

 伊勢崎東ロータリークラブでは、結成当初は毎年会員増員しておりましたが、５年くらい経過し

た後から頭打ちとなり、最大で４８名いた会員も３１名と大幅な減員となっております。 

 クラブ組織については、昨年１２月に組織作成し１月に開示しましたが、ガバナー補佐からの

方針（特に１人委員会をなくす）に従い、クラブ組織を集約化してクラブ細則の変更をしました。

そのため会員には非常に迷惑をかけてしまい、細則についてもチェックも引き続き行っていま

す。 

 当クラブでは２００３年～０４年１０周年記念事業として天啓園との合同クリスマス会を開催し、

前年実施した音楽会の経験から、カラオケセットを寄贈しました。また、伊勢崎市民病院に当ク

ラブの栗原章二君の骨折りで、５０台の車椅子を寄贈することができました。他に、現幹事の島

田賢一君のとき始まったＷＣＳ活動の実践として、ＲＩ３８２０地区メトロ・サン・ペドロクラブのプロ

ジェクトを通じて、フィリピン・ラグナ州の施設・保育園に飲料浄化装置を３基寄贈致しました。 
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ガバナー公式訪問合同例会報告 【 第三分区 】 

ガバナー補佐  広田 誠四郎 

 ①開催日 2005 年 9 月 11 日(日) 

     時 間 10 時 40 分―14 時 45 分 

 ②会 場 高崎ビューホテル 2 階みょうぎの間 3 階あかぎの間 

 ③当日参加者 来賓・6 クラブ会員 合計 182 名 

 ④ガバナー・クラブリーダー懇談会(10 時 40 分―11 時 50 分) 

   曽我隆一ガバナー・坂内光政地区幹事・今井健介地区副幹事       

   高崎 6 クラブ会長・幹事・会長エレクト・広田誠四郎   計 22 名 

 ⑤ガバナー公式訪問合同例会   (12 時 30 分―14 時 45 分) 

   ガバナースピーチ 

   ６クラブ クラブ自慢 

 

 

 

 

 

６クラブ クラブ自慢主旨 

 テーマ『楽しく 元気に 仲良く』 

 

◆ 林 進高崎東クラブ幹事『ロータリーの友情だけでなく愛情をも含めて私の司会を応援し

て』とスタートしたクラブ自慢。 

 

◆ １番バッターは高崎クラブの富所 俊夫副会長は少し緊張気味か。 

１、 介助犬『レオ』の存在をより多くの人に理解してもらえるよう啓

蒙活動を展開中。                           

２、 姉妹クラブオーストラリア サーファーズ パラダイス ロータリ

ークラブの創立５０周年の式典に大勢で参加。 

３、 観音山にマロニエの植樹活動を。 

 

◆ ２番手の発表は貫禄の高崎南クラブ 須藤 敬文会長。 

１、 南の自慢はなんと言っても『野球部』。甲子園経験者も多く、甲

子園の通算成績は２章１敗(予選・本番ともクジ運がいいね、と

の声がしたとか、しないとか)。 
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２、『高崎南ロータリークラブ奨学金制度』で年間４人の高校生に７０

万円の奨学金を提供。１９９９-２０００年度より継続中。 

 

◆高崎北クラブ 安藤 震太郎会長は３番バッター、要領よく簡潔に発

表。 

１、 過去多くのガバナーはじめ地区役員を輩出し現在国際ロータ

リー 重田政信理事を擁する北クラブは県内有数の名門クラ

ブ。 

２、 『高崎北ロータリークラブ奨学金制度』は１９９４-９５年度より

高崎経済大学の留学生を２人から４人はお世話し続けてい

る。                 

 

◆ 高崎東クラブは市川 武会長、強力な４番打者。 

１、『アジアの日本語を学ぶ学生に教科書を贈るプロジェクト』で本や

辞書を。 

２、９３-９４年度『プロバスクラブ』設立スポンサー。会員数２８名。年

間２０万円。 

３、 ゴルフ部会は『６クラブ対抗コンペ』で連覇を更新中。 

 

◆ 高崎シンフォニークラブは福村 平八郎会長。 

１、 移籍会員なし、新規会員のみでスタートして今年１０周年。 

２、 クラブ名に相応しく『高崎シンフォニークラブ合唱団』を設立、

月１回の練習会。 

３、 『児童養護施設サッカー大会』のスポンサー。 

 

◆ 高崎セントラルは竹内儧暠会長エレクトのピンチヒッター三井田 賢

一副会長が登場。 

１、 １９９９年設立、７年目の夜間例会が定例のクラブ。アルコール

も自費でＯＫ。 

２、 俳句例会を楽しむ。 

 

     お互い６クラブの様子が確認できた『クラブ自慢大会』であった。 

以上 
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「地区大会実行委員会」からのお知らせ 

既報の通り、下記の日程で地区大会を開催致します。今回の地区大会は前橋ＲＣがホストし、

第一分区の全クラブをあげて地区内の各クラブの会員の皆様方のご参加をお待ち申し上げて

おります。 

  ①『地区大会ゴルフコンペ』 

   日    時 ： 平成１７年９月２４日(土） ０７：００～順次スタート 

   場    所 ： 伊香保国際ＣＣ （電話 ０２７９-２３-２５５５） 

   会    費 ： 団体参加費￥１０，０００ 個人参加費￥４，０００ 

   締め切り   ： 8 月末で申込締切、入金は 9/9 までにお願い致します。 

   問い合わせ： 前橋ＲＣ ゴルフ部会 （電話 ０２７－２５２－０５３２） 

◎なお、ゴルフコンペはお一人での参加も歓迎しますが、クラブ単位での組み合わせにてラ

ウンドが出来ますので、出来ましたら４人単位でお申し込み下さい。また、プレー終了後

に表彰式（軽食パーティ）も予定しております。 

  

 ②『地区大会：本会議』 

   日    時 ： 平成１７年１０月１５日(土） ０８：３０～ 登録受付開始  

   場    所 ： マーキュリーホテル （電話 ０２７－２５２－０１１１）  

   会    費 ： 登録料 ￥３，０００ 

   締め切り   ： 8 月末で申込締切、入金は 9/9 までにお願い致します。 

   問い合わせ： 前橋ＲＣ 地区大会実行委員会 （電話 ０２７－２５２－０５３２） 

 

 ③『地区大会：懇親会』 

   日    時 ： 平成１７年１０月１５日(土） １７：３０～ 開宴 

   場    所 ： マーキュリーホテル （電話 ０２７－２５２－０１１１） 

   会    費 ： 登録料 ￥６，０００ 

   締め切り   ： 8 月末で申込締切、入金は 9/9 までにお願い致します。 

   問い合わせ： 前橋ＲＣ 地区大会実行委員会 （電話 ０２７－２５２－０５３２） 

◎ 10/15（土）開催の②、③につきましては、会場周辺には駐車場が少ない為、

恐れ入りますが、クラブ毎に乗り合わせか、マイクロバスにてご来場をお願い

出来ましたら幸いです。ご協力の程宜しくお願い申し上げます。 



場　　　所

2004年   　12月18日(土) 　曽我ＧＥ事務所

2005年   　1月15日（土） 　前橋テルサ

　  1月30日（日）

 　 2月 3日（木） 　高輪プリンスホテル

　  2月 5日（土） 　前橋テルサ

  　2月17日（金）～27日(金) 　アナハイム・米国

  　2月20日（日） 　曽我GE事務所

 　 3月 6日（日） 　前橋中小企業会館

  　3月12日（土） 　曽我GE事務所

 　 3月18日（金） 　曽我GE事務所

  　3月24日（木） 　曽我GE事務所

　　3月27日（日） 　マーキュリーホテル

　　4月 9日（土） 　前橋テルサ

　　4月16日（土） 　ロイヤルチェスター前橋

　　4月16日（土） 　ロイヤルチェスター前橋

　　5月14日（土）

　　6月17日（日）～18日（金）

　　6月19日（日）～22日（金） 　シカゴ・米国

　　6月25日（日）

　　6月30日（木）

　  7月 3日(日） 　県庁　昭和庁舎

　　7月 5日(火） 　曽我Ｇ事務所

　　7月 9日（土） 　東京プリンスホテル

　　7月10日（日） 　県庁　昭和庁舎

　　7月16日（土） 　群馬県勤労福祉センター

　　7月16日（土） 　群馬県勤労福祉センター

　　7月17日（日） 　桐生市民文化会館

　　7月21日（木） 　県庁　昭和庁舎

　　7月23日（土）   前橋東急イン

　　7月24日（日） 　高輪プリンスホテル

　　7月30日（土） 　中小企業会館

　　8月 6日（土） 　前橋育英高等学校

　　8月 7日（日） 　マーキュリーホテル

　　8月 7日（日） 　マーキュリーホテル

　　8月20日（土） 　中小企業会館

　　8月20日（土） 　曽我Ｇ事務所

　　8月27日（土） 　群馬県ＪＡビル大ホール

　　8月28日（日） 　群馬県庁　昭和庁舎

　　8月30日（木）

　新世代奉仕・ﾛｰﾀｰｱｸト合同会議

　米山理事会・評議員会
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　ＧＳＥﾁｰﾑﾒﾝﾊﾞｰ選考会

　ロータリー財団奨学会選考会

　GSE受入れ策定及び調整会

  地区職業奉仕・社会奉仕合同セミナー

　ロータリー財団地域セミナー

　第2回ガバナー補佐・委員長会議

　インターアクト年次大会

　地区ロータリー財団セミナー

　新会員セミナー

　青少年交換学生　壮行会

　クラブ事務局研修会

　第1回ガバナー諮問委員会

　第２回ガバナー補佐会議

　地区諮問委員会・GE壮行会

　第1回研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ交換委員会

　会長エレクト･次期幹事研修セミナー

　第2回ﾛｰﾀﾘｰ21世紀委員会

　第1回広報・ｵﾝﾂｰﾏﾙﾒ・ｺﾍﾟﾝﾊｰｹﾞﾝ委員会

　ｶﾞﾊﾞﾅｰｴﾚｸﾄおよび米山委員長合同ｾﾐﾅｰ

　ガバナー補佐・委員長会議

　国際協議会

　第１回ﾛｰﾀﾘｰ21世紀委員会

　　　　　　2005－2006年度　　地区主要行事一覧表　　      （2005.9.30現在）

開　　　催　　　日 項　　　　目

　第１回ガバナー補佐会議

　地区チーム研修セミナー

　国際研究会

　国際大会

　第3回ﾛｰﾀﾘｰ21世紀委員会

　地区協議会

　第2回研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ交換委員会

　第3回ガバナー補佐会議

　第3回地区諮問委員会

　米山理事会・評議員会

　ＣＩＣＯ会議

　世界社会奉仕・友情交換委員会

　ガバナー会

　インターアクト合同会議

　会員組織強化セミナー



場　　　所

2005年 　　9月 3日（土） 　前橋東急イン

　　9月 4日（日） 　桐生プリオパレス

　　9月10日（土） 　ニューいずみ

　　9月11日（日） 　高崎ビューホテル

　　9月17日（土） 　太田ナウリゾートホテル

　　9月18日（日） 　レストランジョイハウス

　　9月24日（土） 　伊香保国際カントリークラブ

　　10月 1日（土）・2日（日） 世田谷区民健康村（川場村）

　　10月 8日（土） 　曽我Ｇ事務所

　群馬会館

　　10月 9日（日）

　トキメッセ

　　10月15日(土) 　マーキュリーホテル

　　10月22日（土） 　ホテルアミューズ富岡

　　10月23日（日） 　草津温泉ホテル桜井

　　11月 7日（月）

　　11月24日（木）・25日(金)

　　11月26日（土）・27日(日） 　新高輪プリンスホテル

　　12月17日（土） 　桐生市内

2006年 　　1月28日（土）

　　2月 4日（土）

    2月16日（木）～23日（木） 　サンディエゴ

　　6月 7日（水）

　　6月11日（日）～14日（水） 　ﾏﾙﾒ(ｽｳｪｰﾃﾞﾝ)・ｺﾍﾟﾝﾊｰｹﾞﾝ

　　6月24日(土）

　　7月 5日（水）

年度 クラブ名 周年 予定日 開催場所

2006 高崎シンフォニー 10 3月24日 高崎サンパレス

2006 館林西 25 4月25日 未定

2006 沼田中央 20 未定 未定

2005 藤岡北 30 11月12日 玉村町文化センター

　国際大会

　第3回ガバナー諮問委員会

　RID2840　GSEチーム帰国

　　　　　　2005－2006年度　　地区主要行事一覧表　　      （2005.9.30現在）

開　　　催　　　日 項　　　　目

　地区大会　ゴルフコンペ

　第2回ガバナー諮問委員会・ＧＥ壮行会

　米山奨学生選考会

　国際協議会

　RID2840　GSEチーム出国

　　11月28日（月）
　RI会長来県記念　合同IM　兼地区指導者
　育成セミナー

　前橋テルサ

　第６回ローターアクト年次大会

　第５分区 ガバナー公式訪問合同例会

　RID1890　GSEチーム離日

　ロータリー財団地域セミナー・GETS

　ゾーン研究会

　RID1890　GSEチーム来日

　地区大会

　第６分区 ガバナー公式訪問合同例会

　RID2840（新潟）　地区大会

　第４分区B ガバナー公式訪問合同例会

　ライラ研修会

　臨時ガバナー諮問委員会

　第４回ガバナー補佐会議

　第２分区A ガバナー公式訪問合同例会

　第２分区B ガバナー公式訪問合同例会

　第３分区 ガバナー公式訪問合同例会

　第４分区A ガバナー公式訪問合同例会

　第１分区 ガバナー公式訪問合同例会
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国際ロータリー第２８４０地区　２００５－２００６年度

周年行事予定クラブ



今月のガバナー
月　日　（曜） 内容 場所

　　9月 3日（土） 　第１分区 ガバナー公式訪問合同例会 　前橋東急イン

　　9月 4日（日） 　第２分区A ガバナー公式訪問合同例会 　桐生プリオパレス

　　9月 7日（水） 　故　広澤純孝ＰＧ　葬儀告別式 　館林市　五宝寺

　　9月10日（土） 　第２分区B ガバナー公式訪問合同例会 　ニューいずみ

　　9月11日（日） 　第３分区 ガバナー公式訪問合同例会 　高崎ビューホテル

　　9月17日（土） 　第４分区A ガバナー公式訪問合同例会 　太田ナウリゾートホテル

　　9月18日（日） 　第４分区B ガバナー公式訪問合同例会 　レストランジョイハウス

　　9月24日（土） 　地区大会　ゴルフコンペ 　伊香保国際カントリークラブ

28



氏名 氏名 氏名

クラブ名 クラブ名 クラブ名

入 会 日 ： 入 会 日 ： 入 会 日 ：
職業分類 ： 職業分類 ： 職業分類 ：
勤 務 先 ： 勤 務 先 ： 勤 務 先 ：
役 職 ： 役 職 ： 役 職 ：
推 薦 者 ： 推 薦 者 ： 推 薦 者 ：

氏名 氏名 氏名

クラブ名 クラブ名 クラブ名

入 会 日 ： 入 会 日 ： 入 会 日 ：
職業分類 ： 職業分類 ： 職業分類 ：
勤 務 先 ： 勤 務 先 ： 勤 務 先 ：
役 職 ： 役 職 ： 役 職 ：
推 薦 者 ： 推 薦 者 ： 推 薦 者 ：

氏名 氏名 氏名

クラブ名 クラブ名 クラブ名

入 会 日 ： 入 会 日 ： 入 会 日 ：
職業分類 ： 職業分類 ： 職業分類 ：
勤 務 先 ： 勤 務 先 ： 勤 務 先 ：
役 職 ： 役 職 ： 役 職 ：
推 薦 者 ： 推 薦 者 ： 推 薦 者 ：

2005年8月31日

2005年8月23日

桐生南

2005年9月1日2005年6月22日

池田 静男 井下 泰伸

伊勢崎

小渕 恵美子

前橋中央

桐生赤城

小堀重明

(株)東和銀行　伊勢崎支店
支店長

 羽鳥基宏
代表

新井 紘子

高村利久・中村梅生

通信機サービス
群馬通信機サービス

稲木愛子

生花販売
(有)フラワーギフト花夢
代表取締役

時計小売

代表取締役社長

電気工事

新会員紹介

曽我孝之

草野 芳光

前橋

(株)群馬支店
理事　群馬支店長

商業銀行

星野哲夫

損害保険
2005年8月18日

伊勢崎中央

29

(株)井下時計店

牛久保哲男　杉原俊夫

塚越 郁夫小林 周一

伊勢崎

古賀友二　辻 健夫　

2005年8月24日

前橋中央

代表
高橋俊輔

大澤 浩一

塚越保険

2005年8月18日
商業銀行

伊勢崎中央

(株)群馬銀行
執行役員　伊勢崎支店長

桐生公証役場
公証人

2005年8月24日
公証人

新井 規夫

代表取締役

2005年7月30日

(株)新宇商店
産業火薬類販売
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文  庫  通  信（217 号） 
 
「ロータリー文庫」は日本ロータリー50 周年記念事業の一つとして 1970 年に
創立された皆様の資料室です。 
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料（貸出可）など、1 万 9 千余点を収
集・整備し、皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信による

ご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも

承ります。 
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活

用願います。以下資料のご紹介を致します。 
  

ロータリーの心を尋ねて 
 
◎「ロータリー入門書 2005～2006 年度版」 前原勝樹;重田政信(改訂) 2005 190p ［申
込先：重田政信 FAX(027)363-4338]  

◎「理想的なロータリークラブの条件」 南園義一 （D.2730 月信）  2005 2p ［申込先：
ロータリー文庫（コピー）］  

◎「ロータリーの心を尋ねて 追録」 松田尊文 大牟田 R.C.  2005 18p  ［申込先：
大牟田 R.C. FAX(0944)57-7220]  

◎「ロータリーに生き抜かれた宮脇 冨先生を偲び」 大田 R.C. 2005 39p ［申込先：大
田 R.C. FAX(0854)82-5121]  
◎「ロータリーと米山奨学会」 島津久厚 （D.2700 地区大会基調講演） 2004 7p ［申
込先：ロータリー文庫（コピー）］  

◎「超我の人 米山梅吉の跫音」 米山梅吉記念館 2005 266p ［申込先：米山梅吉記念館  
FAX(055)989-5101]  
◎「点描 米山梅吉」 谷内宏文 2005 369p ［申込先：新風舎 TEL(03)3746-4648]  
◎「『決議 23－34』を守る意義とその歴史－心のよりどころを守って－」 D.2780 （D.2780
地区史） 2005 8p ［申込先：ロータリー文庫（コピー）］  

◎「1911 年 11 月号の The National Rotarian 第１号に掲載のコリンズのスピーチ原稿」
（D.2680 月信）8p ［申込先：ロータリー文庫（コピー）］  

 

   ロータリー文庫 

 〒１０５－００１１ 東京都港区芝公園２－６－３ abc 会館７階 

  ＴＥＬ(03)3433-6456・ＦＡＸ(03)3459-7506 

 http://www.rotary-bunko.gr.jp 開館＝午前１０時～午後５時  休館＝土・日・祝祭日 



■ 10月の行事予定

■ 9月のロータリーレートは １ドル 112 円です。

　第５分区 ガバナー公式訪問合同例会

　ライラ研修会
　第４回ガバナー補佐会議 　曽我Ｇ事務所

　群馬会館

　第６分区 ガバナー公式訪問合同例会
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　　10月 1日（土）・2日（日）
　　10月 8日（土）

　　10月 9日（日）

　トキメッセ
　マーキュリーホテル
　ホテルアミューズ富岡
　草津温泉ホテル桜井

世田谷区民健康村（川場村）

　　10月15日(土)
　　10月22日（土）
　　10月23日（日）

　臨時ガバナー諮問委員会
　RID1890　GSEチーム来日
　RID2840（新潟）　地区大会
　地区大会


